
【自転車の乗り方について】

○ ６月２６日（木）に大牟田警察署交通課の方に来ていただ

いて、交通教室を開催しました。今回の講話では、主に自転

車の乗り方についての話をしていただきました。

自転車の運転については、昨年１１月に道路交通法が改正

され、次の２点が変更・追加されています。

①自転車運転中にスマートフォン等を使用する「ながら

運転」（「ながらスマホ」）の罰則が強化

②「自転車の酒気帯び運転」が新たに罰則の対象とされる

中学生の皆さんには、特に①の方が関係してきますので、

①について詳しい内容を載せます。

〇 自転車運転中に「ながらスマホ」をした場合

→６か月以下の懲役又は１０万円以下の罰金（以前は５万円以下の罰金）

〇 自転車運転中の「ながらスマホ」により交通事故を起こすなど交通の

危険を生じさせた場合

→１年以下の懲役又は３０万円以下の罰金

「ながらスマホ」や「酒気帯び運転」だけでなく、次のような運転も重大な事故につながり

かねない危険な行為として挙げられています。絶対にしないでください。

・傘さし運転(５万円以下の罰金等)

・イヤホンやヘッドフォンを使用するなどして安全な運転に必要な音又は声が聞こえない

状態での運転(５万円以下の罰金)

・２人乗り（５万円以下の罰金。都道府県公安委員会規則の規定で認められている場合を

除く。）

・並進運転（２万円以下の罰金又は科料。「並進可」の標識があるところを除く。）

※ 自転車事故を起こして相手が死亡またはケガをし、高額の賠償金が発生した事例も多数あり

ます。 ②

①
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ヘルメットを正しく着用すること

で、自転車乗用中に死亡する割合は、

約１／４にまで低減されます。

（交通事故総合分析センター 「交通事故分

析レポートvol.97」より）

ヘルメット非着用の自転車乗用中死者の損傷主部位別の

割合をみると，半数以上（56％）が頭部損傷によるもので

あり，… このことからも頭部を保護するヘルメットを着

用することの重要性が明確となっている。ヘルメット着用

状況別の致死率を比較しても着用した場合に比べ非着用は

致死率が約３倍となっている。

（内閣府「特集 「道路交通安全政策の新展開」より）



①・②の記事のように、自転車事故で死亡するケースの半分以上は頭部のケガによるものであ

り、そのうち４分の３は、ヘルメットを正しく着用していると命が助かったと考えられます。ま

た、ヘルメットを着用していないと致死率は着用時の約３倍にもなるということです。

自転車に乗る場合、努力義務ではありますが、自分の身を守るために必ずヘルメットを着用す

るようにしましょう。

【中学校総合体育大会が開催されました】

〇 ６月２７日から３０日の期間、市内中学校総合体

育大会が開催されました。天気は良かったものの気

温が高く、各競技とも熱中症対策を取りながらの大

会となりました。選手の皆さんは、今まで練習して

きた成果を最大限発揮しようとそれぞれ頑張ってい

たようです。中には残念ながら市内大会で終わって

しまった人たちもいると思います。しかし、今まで

の部活動で身に付けたこと、頑張ってきたことは、

これからの生き方に必ずプラスになると思います。

地区大会への出場権を得た選手の皆さん、おめでとうございます。次の目標に向かって練

習を頑張ってください。地区大会での健闘を祈ります。

【表彰】

大会・行事 成績 入賞者

市内中学校総合体育大会 優勝 バレーボール部

（地区大会出場分） 準優勝 サッカー部

〈団体〉 準優勝 男子ソフトテニス部

市内中学校総合体育大会 優勝 卓球 ３年

（地区大会出場分） ３位 女子ソフトテニス

〈個人〉 ３年・２年ペア

５位 剣道 １年

大牟田市第７１回よい歯 歯の優良児 ３年生４名

の児童生徒審査会

大牟田市青少年健全育成 優勝 ３年

弁論大会 「あのとき言えなかった『ありがとう。』」

大牟田市青少年健全育成 入選 １年

標語 「助け合おう 誰かのために 自分から」

２年

「見ないふり 本当にそれで 大丈夫」

３年

「創ろうよ 誰もが輝く 場所づくり」

【６月号の記事の訂正】

〇 ６月号にて体育会の優勝ブロックを間違えて記載していました。正しくは優勝ブロックは

「黄ブロック」でした。黄ブロックの皆さん、申し訳ございませんでした。


